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ひょうごトルコ友愛基金

• 1999年にトルコで発生した震災の後、兵庫県と兵庫県民の義援金をも
とに、土日基金（TJV）と兵庫県が同年、ひょうごトルコ友愛基金を創
設した。

• ひょうごトルコ友愛基金Ⅱは、2013年10月31日にTJVと兵庫県により
アンカラで調印された。

• TJVは兵庫県と連携してこの基金を運営し、関連機関とのさまざまな共
同防災プロジェクトを支援、実施してきた。

防災研修センターでの研修TJVでの⽂化交流 注射薬物使⽤者と付き添い⼈のための研修防災ゲーム



TJVで実施された防災プロジェクトのカテゴリー

Ø 生徒向け研修プログラム
Ø 教員向け研修プログラム
Ø 特別な支援を必要とする人々（知的障害、インクルーシブ防災）と
彼らを⽀援する⼈々および家族のための研修プログラム

Ø 防災教育、研修教材の開発および制作
Ø 防災プロジェクトコンテスト
Ø 会議、ワークショップ、パネルディスカッションへの参加
Ø 広報



トルコの災害リスク



トルコでの主な地震災害

年⽉⽇ 場所 死者数 地震のマグニチュード

2020年10⽉30⽇ イズミール市 115
6.9Mw（モーメントマグニ

チュード）
2020年1⽉24⽇ エラズー県シブリチェ 41 6.8Mw

2011年10⽉23⽇ ヴァン県タバンル 604 7.2Mw

2003年5⽉1⽇ ビンギョル市 177 6.4Mw

1999年11⽉12⽇ デュズジェ市 894 7.2Mw

1999年8⽉17⽇ コジャエリ県ゴルジュク市 17,118 7.4Mw

1998年6⽉27⽇ アダナ県ジェイハン市 146 6.2MS（表⾯波マグニチュード）

1992年3⽉13⽇ エルズィンジャン市 653 6.8MS

1983年10⽉30⽇ エルズルム県ナルマン地区 1,155 6.9MS

1976年11⽉24⽇ ヴァン県ムラディエ 3,840 7.5Mw

1975年9⽉6⽇ ディヤルバクル県リジェ 2,385 6.6Mw

1971年5⽉22⽇ ビンギョル市 878 6.8Mw

1970年3⽉28⽇ キュタヒヤ県ゲディズ 1,086 7.2Mw

1967年7⽉22⽇ ボル県ムドゥルヌ 89 7.2MS

1966年3⽉7⽇、8⽉19⽇ ムシュ市 2,408 5.6-6.9Mw

1953年3⽉18⽇ チャナッカレ県イェニジェ 265 7.2MS
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トルコでの主な地震災害

年⽉⽇ 場所 死者数 地震のマグニチュード
1949年8⽉17⽇ ビンギョル県カルルオヴァ 450 6.7MS

1946年5⽉31⽇ ムシュ県ヴァルト 839 5.9Mw

1944年2⽉1⽇ ボル県ゲレデ 3,959 7.2MS

1943年11⽉27⽇ カスタモヌ県-チャンクル県 4,000 7.2MS

1943年6⽉20⽇ アダパザル 336 6.6MS

1942年12⽉20⽇ トカット県エルバア 3,000 7.0MS

1941年9⽉10⽇ ヴァン県エルジシュ 192 5.9Mw

1939年12⽉27⽇ エルズィンジャン市 33,000 7.9Mw

1939年9⽉22⽇ イズミール県ディキリ 60 6.6MS

1938年4⽉19⽇ クルシェヒル市 160 6.6MS

1935年5⽉1⽇ カルス県カイズマン 200 6.2Mw

1929年5⽉18⽇ シヴァス県スシェフリ 64 6.1MS

1928年3⽉31⽇ イズミール県オデミシュ 50 6.5MS

1924年9⽉13⽇ エルズルム県ホラサン 60 6.8MS

1914年10⽉4⽇ ブルドゥル県-イスパルタ県 300 6.9MS

1912年8⽉9⽇ テキルダー県ミュレフテ 216 7.3MS

1903年4⽉9⽇ ムシュ県マラズギルト 600 6.7MS
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トルコの地震ハザードマップ



1-防災研修招待プログラム

2016年から2019年に修了した研修プログラム：6
（生徒143名、教員27名が参加）

1) チャンクル-ヴァン（2016年5月28日
-6月1日）生徒20名/教員6名

2) デュズジェ-エルズィンジャン
（2017年4月28日–5月4日）生徒24
名/教員4名

3) アフィヨンカラヒサール-ビンギョ
ル-エルジシュ（2017年5月19-25
日）生徒27名/教員5名

4) キュタヒヤ-ムシュ（2018年4月6-12
日）生徒24名/教員4名

5) バルケシル-エラズー（2018年4月
27日-5月3日）生徒24名/教員４名

6) テキルダー-トカト（2019年11月29
日-12月5日）生徒24名/教員4名



ブルサAFAD（トルコ内務省災害緊急事態対策庁）防災研修センターでの研修



ブルサAFAD（トルコ内務省災害緊急事態対策庁）
防災研修センターでの研修



ブルサAFAD（トルコ内務省災害緊急事態対策庁）
防災研修センターでの研修
（日本の国会議員団の訪問）



2-地域防災研修活動
（災害友好キャラバン）

2017年/2018年の教育期間
- ムシュ市 2071マリクシャー中学校 2018年10月17日

- ビンギョル市 TOBBジェヴデト・ユルマズ中学校 2018年10月18日
- エラズー市 パルYatılı Bölge中学校 2018年10月19日

2018年/2019年の教育期間
ヴァン市 ムスタファ・ジェンギス中学校 2019年4月29日

エルジシュ市 テンズィレ・アナ中学校 2019年4月30日

各学校での研修活動

• 影絵劇：非常持ち出し袋、地震の際の正確なポジショニング
• 生徒のための研修所：トルコの断層線、地震下の建物の動き、非構造
物被害軽減、落石、液状化、土砂崩れ、負傷者搬送、災害クイズゲーム
• 教員研修：基本的な防災および災害後の教員の役割、および基本的
な応急処置のテクニック



ムシュ市 2071マリクシャー中学校



ビンギョル市 TOBBジェヴデト・ユルマズ中学校



3-障害インクルーシブな防災
• 2017年6月からネヴシェヒル（カッパドキア地方）で試験的に実施
• KEYDER（NGO）や学校へのアドバイザリーサービス
• ブルサ防災研修センターでの教員および支援要員の研修（59名）
• ブルサ防災研修センターでの生徒（25名）と支援要員（21名）の研修
• KEYEVİ、ギョレメ、ZİÇEV、アンカラ県ギョルバシュでの研修と訓練
• 2018年3月にネヴシェヒル（200名以上が参加）、2018年12月にアンカ
ラ（18名参加）で行われた保護者向けセミナー

• 2018年10月にネヴシェヒルで開催されたマルチステークホルダーの
ワークショップ（知的障害およびインクルーシブ防災)

• 2019年1月のアンカラでのインクルーシブ防災活動に関するセミナー
（および注射薬物使用者の絵画コンテスト）



世界各地から参加者のある
知的障害およびインクルーシブ防災に関するワークショップ
（2018年10月9日、ネヴシェヒル-カッパドキア地方）

世界各地からの参加者とともに、社会的支援ネットワーク
の発展に貢献するために、マルチステークホルダーの一日
ワークショップがネヴシェヒルで開催された。また、防災と
注射薬物使用者に関する経験を共有するために関係者が
多数集まった。

「知的障害とインクルーシブ防災」に関わる様々な分野から、
主要なステークホルダー（国民教育省、MLFSS、トルコ内
務省災害緊急事態対策庁の上層部）、研究者、実務者、管
理者および従業員がワークショップに参加した。これはこの
分野では初めての集まりであった。



世界各地から参加者のある
知的障害およびインクルーシブ防災に関するワークショップ
（2018年10月9日、ネヴシェヒル-カッパドキア地方）

立木茂雄教授（博士）並びに兵庫県の代表者らは参
加者と経験を分かち合った。



インクルーシブ防災の活動に関するセミナーおよび絵画コンテスト
（2019年1月30日、アンカラ）

Ø セミナーでは、TJV、JICA、トルコ内務省災害緊急事態対策庁の防災経験が紹介された。



インクルーシブ防災の活動に関するセミナー
および絵画コンテスト
（2019年1月30日、アンカラ）
Ø 絵画コンテスト（土日友好）のファイナリストが表彰された。



4-教員の能力開発

1) 特別教育に携わる教員向けの防災研修（2019年）
2) 障害のある生徒の教員・保護者のための防災教育プロジェクト（2023年）

3) 日本での研修の前の、2019年度マスターティーチャー向け対面型研修（学校
防災教育事業）

4) 新任前教員向けの防災研修（2019年）

5) ボランティア教員のための学校単位の防災教育（Eşit-İM）（2022年）



4-教員の能力開発

1) 特別教育に携わる教員向けの防災研修（2019年11月）

Ø試験的実施対象となった5つの県（ボル、デュズジェ、ブルサ、ネヴシェヒル、イスタンブー
ル）において特別教育に携わる教員向けの防災研修がTJV、JICA、国民教育省によって
共同で実施された。

Ø これは、特別教育に携わる教員が受けた防災に関する一日研修としてはトルコで初の研
修であり、約100名が受講した。

Ø注射薬物使用者の保護者向けの研修は、2020年に予定されていたが、COVID-19のた
めに延期された。

活動
1：特別講義 i)防災と教員の役割、ii)特別教育と防災、iii)災害心理学
2：実践的な防災研修



4-教員の能力開発

2) 障害のある生徒の教員・保護者のための防災教育プロジェクト

Ø 特別教育に携わる教員のための防災研修はTJV、JICAおよびブルサ県
国民教育総局が共同で2023年に再開する予定。

Ø 研修期間中、特別教育に携わる教員250人以上が訓練を受ける予定。
Ø 教員向けの研修プログラムが終了すると、プロジェクトの専門家とともに
教員が保護者、生徒の研修を行う。



4-教員の能力開発
3) 日本での事前研修の前の、2019年度マスターティーチャー向け

対面型研修（学校防災教育事業）

1-防災と災害時の教員の役割
2-災害心理学（教員と生徒向け）



4-教員の能力開発
4) 新任前教員向けの防災研修（2019年）

• 中東工科大学との提携により、新任前教員のための防災研修プログラムが創設された。ト
ルコでは初めて新任前教員が2単位の必須-選択コースを通じて防災に関する教育、研修
を受けた。

• プロジェクトチームのメンバーは、中東工科大学とブルサ防災研修センターでの講義と実
習もサポートした。

• コース活動の一環として、新任前教員はアンカラの中学校3校で実践的な研修を行った。



4-教員の能力開発
5) 教員のための学校単位の防災教育

•機会均等プロジェクトプラットフォーム（Equal to / Eşit-İM）により教員の能力開発活動を
サポートするために、このプラットフォームが2022年に優先すべき分野として気候変動、災
害、環境を選択して以来、一連の研修プログラムが計画された。

• EBAシステムによるトルコ国民教育省の防災意識オンライン研修プログラムが修了した後、
気候変動と災害対策に関する研修セミナーが2022年2月15日にMikdat Kadioğlu教授（博
士）によって行われた。

•2022年3月12日、13日に「学校単位の防災教育プロジェクト」のマスターティーチャーに
よって、2つの補完的なオンラインセミナーが実施された。



5) 教員のための学校単位の防災教
育

• 2022年4月中旬、専門家（TJVとJICAの元
研修員）による実践的な研修プログラムがブ
ルサ防災研修センターで開催された。



5-教材開発

1-防災教育に関するビデオクリップ
2-防災ゲーム（クイズカーペット）
3-操り人形を使った防災教育



5-教材開発

4-伝統的な影絵劇（カラギョズ-ハジワット）を使った防災研修



5-教材開発

5-防災パズル



6-生徒中心のオンライン防災研修

Ø COVID-19パンデミックの間、トルコと日本の学生の社会化
と正常化をサポートするために5月初旬からZoomミーティン
グによるオンラインセミナーシリーズ「生徒たちの声」を開

催した。

Ø 以下についてのピアラーニングによる練習

i) 文化交流

ii) 防災と防災教育についての情報共有

Ø これまでに、災害の多い町出身のトルコと日本の生徒による
英語でのセミナーを13回、トルコの学生のみを対象としたト
ルコ語でのセミナーを5回実施した。



文化交流



防災と防災教育



日本人生徒とのセミナー（生徒たちの声）

Ø1) テンズィレ・アナ中学校（ヴァン県エルジシュ）による札幌の高校生（7人）グループ
へのトルコ文化の紹介 2020年5月5日

Ø2)札幌の高校生（7人）のグループによるトルコへの日本文化の紹介 2020年5月31日

Ø3) 仙台、福島、山形の中学生（5人）とヴァン県（5人）、キュタヒヤ県（5人）の生徒グ
ループによるトルコと日本の文化交流 2020年6月7日

Ø4) 仙台、福島、山形の中学生（5人）とヴァン県（5人）、キュタヒヤ県（5人）の生徒グ
ループによるトルコと日本の防災教育に関する特別交流 2020年6月14日





日本人生徒とのセミナー（生徒たちの声）

Ø5) 高知県の大方高校（4人）とテキルダー県のジュムフリイェット中学校（8
人）による日本とトルコの文化と防災教育の紹介 2020年8月27日

Ø6) 高知県の嶺北高校（6人）とヴァン県エルジシュのテンズィレ・アナ中学校
（7人）によるトルコと日本の文化交流 2020年8月28日

Ø7) 高知県の嶺北高校（5人）とヴァン県エルジシュのテンズィレ・アナ中学校
（7人）によるトルコと日本の防災に関する交流 2020年9月29日

Ø8) 兵庫県の舞子高校（9人）とヴァン県エルジシュのテンズィレ・アナ中学校
（10人）による日本とトルコの文化と防災教育の紹介 2020年11月11日





日本人生徒とのセミナー（生徒たちの声）

Ø9) 2011年の災害を記念して宮城県の多賀城高校とヴァン県エルジ
シュのテンズィレ・アナ中学校による日本とトルコの文化と防災教育

に関する特別交流 2021年3月20日



日本人生徒とのセミナー（生徒たちの声）

Ø10) 兵庫県とチャンクル県の特別交流プログラム：生徒たちの声；兵庫県淡

路市の津名高校とチャンクル県のTOBB科学高校による日本とトルコの文化
と防災教育の紹介 2021年6月17日

Ø11) 兵庫県とアンタルヤ県の特別交流プログラム：生徒たちの声；兵庫県の
明石南高校とアンタルヤ県アランヤ市のライフデザイン学校による日本とトルコ

の文化と防災教育の紹介 2021年8月5日



日本人生徒とのセミナー（生徒たちの声）

Ø12) チャンクル県と兵庫県の特別交流プログラム：生徒たちの声；兵庫
県の西宮今津高校とチャンクル県のTOBB科学高校による日本とトルコ
の文化と防災教育の紹介 2021年11月1日



防災と防災教育



日本人生徒とのセミナー

（生徒たちの声）

Ø 13) 兵庫県とヴァン県の交流プロ
グラム：生徒たちの声；兵庫県の西

宮今津高校とヴァン県エルジシュ

のテンズィレ・アナ中学校による

日本とトルコの文化と防災教育の

紹介 2022年11月18日



7-日本文化と防災研修のためのサマースクール

• 2018年は、5日間のプログラムを3回実施し、延べ30名の生徒が参加した。

• 2019年は、5日間のプログラムを4回実施し、延べ68名の生徒が研修を受けた。



7-日本文化と防災研修のための
サマースクール
（三笠宮彬子妃ご来訪）



7-日本文化と防災研修のためのサマースクール

• 2022年には、5日間のプログラムを2回実施し、延べ30名の生徒が研修を受けた。



8-防災教育表彰プログラム
1) 防災教育教材開発コンテスト（教員向け）

教員たちは、生徒とその家族の教育および研修用に、それぞれの学校現場の危険要素

やリスクに応じてローカライズされたユニークな防災教材を開発するために招かれた。

•申込締め切り：2021年8月17日（21県から40プロジェクト）
•表彰式：2021年11月12日（12プロジェクトが表彰された）



8-防災教育表彰プログラム

1) 防災教育教材開発プロジェクトコンテスト（教員向け）
• 21県から40プロジェクトが受理され、就学前学校、中学校、高校、特別教育課程部門の4つ
のカテゴリーで12のプロジェクトが表彰された。

カテゴリー
応募数

受賞数
県 教材

就学前学校 14 24 6

中学校 6 8 2

⾼校 3 3 2

特別教育課程 3 5 2

合計 21 40 12



1) 防災教育教材開発コンテスト（教員向け）





8-防災教育表彰プログラム

2) 防災プロジェクトコンテスト（生徒向け）

小学校、中学校、高校、特別教育課程の生徒は、地域の危険要素とリスクを考慮し、防災、自助、相互扶助の活

動に関する意識を高めるために、仲間、学校、地域社会のためのプログラムや活動の開発に参加するよう招待

されている。

•申込締め切り：2022年4月23日（28県から98プロジェクト）

•表彰式：2022年6月21日（14プロジェクトが表彰された）



8-防災教育表彰プログラム

1) 防災プロジェクトコンテスト（生徒向け）
• 28県から98プロジェクトが受理され、小学校、中学校、高校、特別教育課程部門の4つ
のカテゴリーで14プロジェクトが表彰された。

カテゴリー
応募数

受賞数
県 教材

⼩学校 11 21 4

中学校 19 54 5

⾼校 14 21 4

特別教育課程 2 2 1

合計 28 98 14



2) 防災プロジェクトコンテスト（生徒向け）



写真



写真



防災プロジェクトコンテスト
（⽣徒向け）
⽇本の毎⽇新聞の関⻄版・関東版両⽅
に掲載された



防災プロジェクト
コンテスト
（⽣徒向け）
第2回グローバルユース防災サ
ミットでは、代表⽣徒3名（各
教育部⾨の受賞者）が⾃分た
ちのプロジェクトを紹介した。



防災プロジェクト
コンテスト
（⽣徒向け）
2022年10⽉19⽇にトルコのエ
スキシェヒルで開催された「第
4回国際災害とレジリエンシー
会議」で、6つのプロジェクト
が受賞者（⽣徒）によって展⽰
された。当局者らがTJVのブー
スを訪れた。

TJVがパネルディスカッション
「防災教育と意識向上」の司会
を務め、防災研修プロジェクト
の紹介も⾏った。



8-防災教育表彰プログラム

3) 防災教育教材開発コンテストⅡ（教員向け）

•申込締め切り：2022年8月17日（27県から45プロジェクト）
•表彰式：2022年11月14日（14プロジェクトが表彰された）



8-防災教育表彰プログラム

1) 防災教育教材開発プロジェクトコンテスト（教員向け）
• 27県から45プロジェクトが受理され、就学前学校、中学校、高校、特別教育課程部門の4つ
のカテゴリーで14プロジェクトが表彰された。

カテゴリー
応募数

受賞数
県 教材

就学前学校 14 18 5

中学校 10 16 5

⾼校 4 4 2

特別教育課程 6 7 2

合計 27 45 14



3) 防災教育教材開発コンテストⅡ（教員向け）



写真



その他の活動

減災・復興に関する大学間ネットワーク（GAND）フォーラムの開催
GANDの第2回会合は、中東工科大学とTJVが協力し、2016年6月に トルコで主催した。こ
の3日間のイベントでは、5カ国から15人の参加者がアンカラに招待された。セッションの1
つは、2016年6月8日に土日基金文化センターで行われた。
熊本地震被災者連帯キャンペーン
TJVとJICAによる熊本地震被災者連帯キャンペーン「震災被災者と手を取り合って。邪眼
ビーズと願い事キャンペーン」が開催された。2016年9月に9つの県からメッセージと邪眼
ビーズが熊本に送られた。また、Yo u Tu b eでビデオメッセージが配信された
（https://youtu.be/CosMKfnoQV8）。



その他の活動

ひょうご海外研修員の
受入プログラム
兵庫県で2つのプログラムが開催
された。2018年には教員2名、
2019年には参加者4名が研修を受
け、「知的障害者のための防災研
修プロジェクト」に関連した活動
をいくつか視察した。



その他の活動

広報用物品の制作：TJVと兵庫県のロゴ入りコットンバッグ、プラスチックのフォルダー、
マグカップ、カレンダーなどを制作、配布した。



ビデオとニュースについては
以下のサイトをご覧ください。

http://www.tjv.org.tr/tr/haberler/

https://www.youtube.com/channel/UCUd6alYoV5VR_hc5-HFqLnQ

https://www.jica.go.jp/turkey/english/index.html

https://www.facebook.com/jicaturkey

ご清聴ありがとうございました。

http://www.tjv.org.tr/tr/haberler/
https://www.youtube.com/channel/UCUd6alYoV5VR_hc5-HFqLnQ
https://www.youtube.com/channel/UCUd6alYoV5VR_hc5-HFqLnQ

